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に
ぎ
わ
い
創
出
、
子
育

て
支
援
、
健
康
づ
く
り
、

安
全
安
心
、
４
つ
の
重
点

分
野
に
予
算
配
分
さ
れ
、

本
町
の
新
た
な
100
年
に
向

け
積
極
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

る
。
夢
を
次
代
へ
繋
ぐ
、

そ
の
営
み
か
ら
笑
顔
の
輪

を
広
げ
る
。
夢
あ
る
福
祉

　
介
護
保
険
等
の
条
例
や

総
合
計
画
や
事
業
を
い
く

ら
作
っ
て
も
、
地
域
の
繋

が
り
や
住
民
育
て
が
あ
っ

て
初
め
て
完
成
す
る
。
こ

の
予
算
に
は
地
域
に
つ
な

が
る
人
育
て
の
配
慮
が

入
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と

人
育
て
、
地
域
育
て
に
予

算
を
つ
け
る
べ
き
。

	

（
い
し
い
ゆ
み
　
議
員
）

　
東
郷
中
央
土
地
区
画
整

理
は
大
型
商
業
施
設
進
出

も
予
定
さ
れ
、
建
設
費
８

～
10
億
円
と
い
う
道
の
駅

は
不
要
。社
会
保
障
に
は
、

国
保
税
を
下
げ
る
姿
勢
が

な
い
な
ど
冷
た
い
。
高
額

町
民
税
納
税
者
へ
の
感
謝

状
は
不
要
。
学
校
の
全
教

室
へ
の
空
調
整
備
も
な
い
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

3 月 定 例 会

平成29年度一般会計（121億525万円　前年当初予算とほぼ同額）を可決

歳入の主なもの平成29年度予算

予算額 前年当初予算との比較 増減

⬆町 　 税 62億6646万円 1億2320万円増 2.0％
★個人町民税　個人所得の増を見込み、所得割額を 5789万円の増額
★固定資産税　企業の設備投資の増を見込み、償却資産を 3576万円の増額
　　　　　　　新築家屋の増により、家屋を 3098万円の増額
★町たばこ税　売上本数の減を見込み、町たばこ税を 1219万円の減額

地方交付税 6億113万円 1953万円増 3.4％ ⬆
★平成28年度交付額から基準財政収入額の特殊要因の影響等を見込み普通交付税を1953万円の増額

国庫支出金 12億7755万円 1億3355万円減 9.5％ ⬇
★保育所等整備交付金　1億9133万円の減額
★臨時福祉給付金等給付事業費補助金　1251万円の皆減
★教育・保育給付費国庫負担金　6293万円の増額

県 支 出 金 7億3575万円 1億876万円減 12.9％ ⬇
★地域医療介護総合確保基金事業費補助金　1億5034万円の皆減
★参議院議員通常選挙委託金　1289万円の皆減
★教育・保育給付費県費負担金　3147万円の増額

町 　 債 9億820万円 8470万円増 10.3％ ⬆
★公共事業等債　1億2420万円の増額、臨時財政対策債　5000万円の減額
★学校教育施設等整備事業債　1050万円の増額

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
一
般
会
計
予
算

反
対

賛
成

の
継
続
、
発
展
を
期
待
す

る
。 （
石
橋
直
季
　
議
員
）

～未来への10年　夢をかたちに～

「賑わい創出・子育て支援・健康づくり・安全安心」
きらりと光るまちづくり予算
　平成29年第1回定例会は（3月議会）が2月23日から3月23日までの29日間の日程で開催されました。３
月定例会では、平成29年度一般会計予算をはじめ、条例改正案等32議案が提出されました。また議員発議
による条例改正1件、陳情1件が提出されました。それらの議案の審議結果は４ページの結果一覧表をご覧
ください。

とうごう議会だより 2平成29年6月１日



歳出の主なもの

　
行
政
の
役
割
は
町
民
一

人
ひ
と
り
が
幸
福
に
な
る

よ
う
応
援
し
た
り
、
本
人

の
努
力
に
よ
っ
て
幸
福
に

な
れ
る
環
境
を
創
造
す
る

こ
と
に
あ
る
。
本
町
の
あ

る
べ
き
姿
を
見
据
え
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
に
相
応
し
い

予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

 

（
加
藤
宏
明
　
議
員
）

　
本
予
算
案
は
、
基
本
的

に
は
よ
く
で
き
て
い
る
。

学
校
へ
の
全
教
室
エ
ア
コ

ン
設
置
、
老
人
憩
の
家
耐

震
事
業
に
も
傾
注
し
て
も

ら
い
た
い
。
道
の
駅
は
8

億
円
か
ら
10
億
円
規
模
の

大
事
業
。
推
進
か
否
か
十

分
調
査
し
、
撤
退
す
る
勇

気
も
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

	

（
井
俣
憲
治
　
議
員
）

平成29年度予算

賑わい創出
★道の駅基本計画策定　735万円
　導入施設内容を検討する際には、民間のノウハウや
アイデアの活用を考えている。30年度に基本設計、実
施設計、用地買収及び工事着工が出来るよう進めたい。
★東郷中央土地区画整理事業助成金　1億円
★和合ヶ丘・新池線道路改良事業　2億6004万円

健康づくり
★産婦健康診査　223万円
★生活習慣病予防教室　13万円
★産後ケア事業　6万円
　助産師が産婦宅を訪問し、心身のケアや育児のサポート
を個別に行なう。自己負担1000円／回

子育て支援
★子ども医療費支給　3億382万円
★東郷あやめ保育園建設費補助　1億5836万円
　従来の取組みを継続しながら、新たに取組みとして英語
あそび、数字あそび、その日のようすをスライドショーで
紹介する。
★小学校トイレ洋式化改修工事　8552万円

安全安心
★公共施設等個別長寿命化計画策定　2617万円
★避難所マンホールトイレ設計　920万円
★消費生活センター設置　30万円
　日進市と共同で設置。東郷町は週２回の実施。日進市では
週４日間と半日の相談体制が整備された。
★受水槽緊急遮断弁設置工事　433万円

　
道
の
駅
検
討
委
員
会
は

現
況
調
査
や
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
関
係
機
関
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
都
会
の
オ
ア

シ
ス
」
と
し
た
。
29
年
度

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
を
重
要
視
さ
れ
、

持
続
可
能
な
社
会
整
備
と

経
済
発
展
に
期
待
す
る
。

	

（
星
野
晴
江
　
議
員
）

の
継
続
、
発
展
を
期
待
す

る
。 （
石
橋
直
季
　
議
員
）

国道153号線

東郷町あやめ保育園建設中
10月開園予定

産後ケア事業

消費者生活センター

3 平成29年6月１日 とうごう議会だより



　
保
険
料
の
特
例
軽
減
が

廃
止
さ
れ
、
元
被
扶
養
者

の
均
等
割
の
軽
減
が
９
割

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

議案審議の結果一覧　 3月定例会
議 案 名

※議長　箕浦克巳は採決に加わらない　○…賛成　×…反対
　欠…欠席　※太字は討論があった議案名

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水
川　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

東郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町税条例等の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

東郷町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

東郷町総合体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

東郷町町民交流拠点施設条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

東郷町介護保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
東郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町道路占用料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町都市公園条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町公共用物管理条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町巡回バス条例の廃止について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

町道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成29年度東郷町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成29年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成29年度東郷町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成29年度東郷町下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
【発議】東郷町議会における政務活動費の交付に関する条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

【陳情】自治会・町内会の運営レベルのアップについて 不採択 × × × 欠 × × × × × × × × ○ ○ ― ×

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　
29
年
度
は
国
民
健
康
保

険
に
と
っ
て
大
き
な
改
革

の
前
年
。
万
全
の
体
制
で

臨
み
、
国
・
県
の
動
向
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が

ら
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
信

念
の
も
と
、
安
定
的
に
持

続
可
能
な
運
営
に
す
る
た

め
の
体
制
を
要
望
し
賛
成
。

	

（
水
川
　
淳
　
議
員
）

　
課
税
方
式
の
変
更
に
よ

り
７
割
も
の
世
帯
が
増
税

に
な
る
こ
と
へ
の
対
処
が

な
さ
れ
な
い
。
当
局
も
国

保
税
が
高
い
と
い
う
認
識

は
再
三
示
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
引
き
下
げ
る

姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

反
対

反
対

賛
成
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法
人
町
民
税
法
人
税
割

の
税
率
を
9.7
％
か
ら
６
％

に
引
き
下
げ
る
こ
と
（
平

成
31
年
10
月
施
行
）な
ど
。

ス
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

で
賄
え
る
の
か
、
見
通
せ

な
い
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
担
い
手
が
中
心
と
な

っ
て
行
う
総
合
事
業
に
移

行
し
て
２
年
目
に
入
る
が
、

要
支
援
者
に
対
す
る
身
体

介
助
を
伴
わ
な
い
サ
ー
ビ

　
町
が
定
め
た
面
積
な
ど

に
応
じ
た
標
準
額
に
近
づ

け
る
と
の
説
明
。
標
準
額

は
ア
リ
ー
ナ
全
面
で
１
万

4211
円
。
今
回
、
ア
リ
ー
ナ

は
4920
円
か
ら
5400
円
に
値
上

げ
さ
れ
る
が
、
５
年
に
１

回
予
定
さ
れ
る
料
金
見
直

し
の
た
び
に
値
上
げ
が
繰

り
返
さ
れ
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
愛
知
池
運
動
公
園
の
ナ

イ
タ
ー
使
用
料
金
が
近
隣

市
よ
り
安
い
と
い
う
説
明

だ
が
、
５
年
に
１
回
予
定

し
て
い
る
と
い
う
料
金
見

直
し
の
た
び
に
値
上
げ
が

繰
り
返
さ
れ
る
。
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
体
育
施
設

の
役
割
を
考
え
る
と
値
上

げ
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

	
（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
法
人
町
民
税
の
法
人
税

割
の
標
準
税
率
が
9.7
％
を

６
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と

に
よ
る
影
響
額
は
6700
万
円

に
も
上
り
ま
す
。
消
費
税

増
税
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
り
反
対
す
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
9
年
目
に
な
る
。
愛

知
県
後
期
高
齢
者
広
域
連

合
が
保
険
者
と
な
り
、
県

内
同
一
の
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
県
財
政
安
定

化
基
金
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
増
加
の
抑
制

や
高
齢
者
医
療
を
確
実
に

支
え
る
大
切
な
医
療
制
度

で
あ
る
。

	

（
加
藤
達
雄
　
議
員
）

　
本
予
算
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
向

け
、
在
宅
医
療
と
介
護
の

基
盤
と
な
る
「
地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
、
豊

明
市
と
の
共
同
設
置
や
、

「
レ
ガ
ッ
タ
ネ
ッ
ト
と
う

ご
う
」
の
運
用
を
図
る
な

ど
、
重
要
な
取
り
組
み
施

策
で
、高
齢
者
に
と
っ
て
、

心
強
い
も
の
で
あ
る
。

 

（
加
藤
達
雄
　
議
員
）

　
セ
ン
ト
ラ
ル
開
発
に
伴

う
新
た
な
下
水
道
の
幹
線

管
路
延
長
や
安
心
し
て
利

用
で
き
る
耐
震
対
策
な
ど

の
工
事
の
ほ
か
、
学
校
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整

備
す
る
設
計
費
、
公
営
企

業
会
計
移
行
に
向
け
た
予

算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

期
待
し
賛
成
す
る
。

	

（
近
藤
鑛
治
　
議
員
）

　
公
の
施
設
の
利
用
料
金

の
見
直
し
は
受
益
者
負
担

の
適
正
化
を
図
る
た
め
で

あ
り
、
利
用
者
に
配
慮
し

激
変
緩
和
措
置
を
盛
り
込

ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化
が

進
む
こ
と
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
議
案
に
賛
成

す
る
。

	

（
加
藤
宏
明
　
議
員
）

　

面
積
や
民
間
施
設
と
の

競
合
状
況
、「
利
用
者
は
半

額
負
担
」
な
ど
の
原
則
を

も
と
に
町
が
決
め
る
標
準

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
指

定
管
理
者
の
指
定
期
間
で

あ
る
５
年
に
１
回
、
使
用

料
金
の
見
直
し
を
図
る
も

の
。
平
成
30
年
４
月
施
行
。

（
※
印
は
関
連
す
る
議
案
）

　

運
行
形
態
変
更
で
運
行

主
体
が
町
か
ら
バ
ス
事
業

者
に
変
更
さ
れ
、
巡
回
バ

ス
は
公
の
施
設
と
し
て
の

位
置
付
け
が
な
く
な
る
こ

と
に
伴
い
条
例
を
廃
止
。

　
第
79
条
か
ら
第
4
条
運

行
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

巡
回
バ
ス
運
行
主
体
が
町

か
ら
バ
ス
事
業
者
に
変
わ

る
。「
官
・
民
」の
協
働
事

業
と
し
て
、
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
・
知
恵
・
工
夫
を
引
き

出
し
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く

効
果
が
期
待
で
き
る
。

	

（
近
藤
鑛
治
　
議
員
）

か
ら
７
割
へ
と
縮
小
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が

３
倍
（
年
額
4600
円
が
１
万

4000
円
）
に
な
る
人
が
東
郷

町
で
は
356
人
も
い
る
な
ど
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
増
が

実
施
さ
れ
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
多
目
的
室
Ａ
の
標
準
額

は
9680
円
と
の
こ
と
。今
回
、

7710
円
か
ら
8460
円
へ
の
値
上

げ
。
５
年
に
１
回
予
定
の

料
金
見
直
し
の
た
び
に
標

準
額
に
な
る
ま
で
値
上
げ

繰
り
返
さ
れ
る
。
住
民
が

気
軽
に
文
化
行
事
を
楽
し

め
る
よ
う
極
力
、
安
価
に

す
べ
き
だ
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
巡
回
バ
ス
条
例
で
使
用

料
や
運
賃
が
無
料
の
人
を

決
め
て
い
る
。
こ
の
条
例

が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
料
金

を
変
え
る
と
き
に
も
議
会

の
議
決
が
必
要
な
く
な
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

東
郷
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
体
育
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

※

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
総
合
体
育
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

※

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
町
民
交
流
拠
点

施
設
条
例
の
一
部
改
正

※

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

東
郷
町
立
公
民
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
巡
回
バ
ス
条
例

の
廃
止

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成
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一

般

質

問

◆東郷町議会における政務活動費の交付に関する条例の一部改正
　支給額を月額１万円から年額12万円に改める。

◆東郷町議会の議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正
　報酬月額を、議員は28万2000円、常任委員長・議会運営委員長29万2000円、副議長31万2000円、
議長38万9000円（それぞれ1000円増額）に改める。

◆東郷町特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正
　給与月額を、町長は87万9000円（2000円増額）、副町長71万7000円、教育長66万2000円（それぞれ1000円
増額）に改める。

加藤　宏明	 １　バスターミナルについて･･････ P7
	 	 ２　無電柱化について
	 	 ３　自動走行実験や水素ステーション

整備について

加藤　達雄	 １　来年度新たに開園する二つの保育
園と、今後の子育て支援について

	 	 	 ････････････････････････････ P7
	 	 ２　「高齢運転者の交通事故」防止に

本町はどの様に関わっていくのか

若松　孝行	 １　地域公共交通について････････ P8

新家　光江	 １　「認知症対策の充実」について･P8
	 	 ２　「高齢者の安全・安心」について
	 	 ３　「防災への取り組み」について
	 	 ４　「いきいき東郷21」（第２次）について

近藤　鑛治	 １　愛知池周辺の保全・開発・整備の
あり方について･･････････････ P9

星野　靖江	 １　住み慣れた地域で暮らし続けられ
るまちづくり････････････････ P9

	 	 ２　まちづくりと地域振興について

水川　　淳	 １　平成30年度開催の「全国高等学
校総合体育大会ボート競技大会」
について･･･････････････････P10

	 	 ２　平成29年度施政方針について

石橋　直季	 １　消防団詰所の老朽化について････P10
	 	 ２　ペットの飼育について
	 	 ３　道の駅について

いしいゆみ	 １　町長の考える高齢者福祉について
の考えは、如何か･･･････････P11

	 	 ２　改正介護保険について
	 	 ３　児童館について
	 	 ４　徒歩帰宅困難者について
	 	 ５　住民サービスについて
	 	 ６　火葬場について

門原　武志	 １　町長が描く東郷町の将来像を問う
（平成29年の施政方針について）･･･P11

	 	 ２　聴覚障害者にもやさしいまちの実
現を

	 	 ３　消防広域化について

國府田さとみ	１　放課後子ども総合プランに対する、
放課後子ども教室並びに放課後児
童クラブのあり方について････P12

	 	 ２　子どもの発達特性や障がいに対す
る支援について

井俣　憲治	 １　公園整備の考え方と市街化調整区
域の活用について･･･････････P12

	 	 ２　税収の確保と町民福祉の維持向上
についての考え方

	 	 ３　消防団員協力事業所の拡大について

一般
質問 町政を問う ※「一般質問」とは、議題と関係なく

　行財政全般にわたる議員主導による
　政策議論です。

12議員が質問ここが
聞きたい！

　

町
内
の
自
治
会
等
の
運

営
状
況
の
調
査
を
議
会
に

求
め
る
も
の
。

　
自
治
会
の
規
約
の
有
無

な
ど
の
実
態
調
査
を
議
会

に
求
め
る
陳
情
。
調
査
を

町
に
求
め
た
が
応
じ
て
も

ら
え
ず
、
議
会
へ
の
陳
情

提
出
に
至
っ
た
と
の
こ
と
。

自
治
基
本
条
例
で
、
議
会

と
町
は
地
域
の
活
動
を
守

り
育
て
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

【
陳
情
】自
治
会
・
町
内

会
の
運
営
レ
ベ
ル
の
ア

ッ
プ
に
つ
い
て

　
本
町
で
区
・
自
治
会
と

呼
ば
れ
る
地
縁
団
体
は
、

地
区
特
性
に
適
し
た
運
営

を
、
地
区
内
の
住
民
相
互

の
理
解
と
協
力
の
下
に
柔

軟
に
運
営
し
て
い
く
こ
と

が
最
も
肝
要
で
あ
り
、
そ

の
運
営
レ
ベ
ル
の
議
論
は

議
会
審
議
に
な
じ
ま
な
い
。

	

（
水
川
　
淳
　
議
員
）

反
対

賛
成

そ
の
他
の

主
な
議
案
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一

般

質

問

【
問
】
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
用

地
取
得
費
に
つ
い
て
。

【
経
済
建
設
部
長
】
車
道
部

分
を
町
が
取
得
し
歩
道
部

分
を
三
井
不
動
産
が
取
得

す
る
方
向
で
調
整
中
。
取

得
価
格
は
平
成
25
年
の
事

業
予
定
者
募
集
の
際
の
最

低
価
格
12
万
円
／
㎡
を
基

本
に
考
え
て
い
る
。

【
問
】
本
町
に
は
鉄
道
駅
が

な
い
の
で
、
こ
れ
に
代
わ

る
輸
送
手
段
。
商
業
施
設

で
働
く
従
業
員
は
3000
人
。

勤
務
時
間
を
加
味
す
れ
ば

2
交
代
シ
フ
ト
と
な
り
、

裏
方
ス
タ
ッ
フ
な
ど
一
日

24
時
間
で
働
く
方
の
延
べ

人
数
は
、
か
な
り
の
数
と

な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
バ
ス

通
勤
。
ま
た
、
近
隣
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
本

町
に
乗
り
入
れ
で
き
な
い

か
。
日
進
市
の
く
る
り
ん

バ
ス
が
日
進
市
役
所
⇒
蟹

甲
⇒
日
進
駅
⇒
和
合
ケ
丘

⇒
北
蚊
谷
⇒
ら
ら
ぽ
ー

と
。
豊
明
市
の
ひ
ま
わ
り

バ
ス
が
前
後
駅
⇒
市
役
所

⇒
薮
田
⇒
部
田
⇒
祐
福
寺

⇒
春
木
台
⇒
ら
ら
ぽ
ー

と
、
な
ど
。

【
生
活
部
長
】
尾
三
地
区
公

共
交
通
担
当
者
連
絡
会
で

検
討
し
、
尾
三
地
区
内
に

お
い
て
商
業
施
設
や
病
院

な
ど
の
交
通
拠
点
を
結
ぶ

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
く
。

加藤　達雄 議 員

Ｑ：2園の開園で待機児童は解消出来たのか
Ａ：受け入れ枠が希望を上回り解消の見込み

「ららぽーと立川立飛」

【
問
】
乳
幼
児
対
象
「
留
愛

東
郷
保
育
園
」
の
利
用
調

整
後
の
入
園
予
定
者
は
。

【
福
祉
部
長
】
0
歳
児
が
6

名
、
1
歳
児
が
11
名
、
2

歳
児
が
16
名
、合
計
33
名
、

開
園
当
初
の
4
月
に
は
、

保
護
者
同
伴
や
短
時
間
保

育
で
、
園
児
の
ス
ム
ー
ズ

な
保
育
園
生
活
を
図
る
。

【
問
】
10
月
開
園
予
定
の

「
東
郷
あ
や
め
保
育
園
」
の

概
要
と
「
引
継
ぎ
保
育
」

に
つ
い
て
問
う
。

【
福
祉
部
長
】
定
員
210
名
、

0
歳
児
か
ら
2
歳
児
の
受

け
入
れ
枠
を
拡
大
し
た
。

給
食
は
自
園
調
理
。
新
園

保
育
士
は
29
年
度
当
初
か

ら
、
上
城
・
諸
輪
保
育
園

に
10
月
か
ら
は
町
保
育
士

が
新
園
に
年
度
末
ま
で
相

互
配
置
す
る
な
ど
、
1
年

間
か
け
て
入
念
に
「
引
き

継
ぎ
保
育
」を
実
施
す
る
。

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

【
問
】
75
歳
以
上
運
転
者
の

「
認
知
症
機
能
検
査
」
厳

格
化
で
約
3
％
の
取
り
消

し
を
予
想
す
る
が
見
解
は
。

【
総
務
部
長
】
本
町
で
は
今

年
度
よ
り
「
免
許
証
自
主

返
納
事
業
」
開
始
し
て
い

る
が
、
返
納
後
の
移
動
手

段
の
確
保
が
大
き
な
課
題

だ
。
現
在
進
め
て
い
る
セ

ン
ト
ラ
ル
開
発
が
課
題
解

決
の
一
つ
に
な
る
と
思
う
。

加藤　宏明 議 員

Ｑ：バスターミナルの設置場所や大きさは
Ａ：ららぽーとに隣接する南側で面積は約3500㎡

北山台地区に完成した「留愛東郷保育園」
（北側県道から望む）
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一

般

質

問

【
問
】
認
知
症
対
策
と
し
て

本
町
が
他
市
町
よ
り
進
ん

で
い
る
取
り
組
み
は
。

【
福
祉
部
長
】「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
と
い
う
介
護
保
険

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
支
援

策
が
あ
る
事
、
そ
れ
ら
を

纏
め
て
「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
と
い
う
ツ
ー
ル
が
あ

る
事
、
こ
れ
ら
を
活
用
す

る
「
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
」
が
い
る
事
で
、
本

人
や
家
族
を
含
め
た
つ
な

が
り
の
あ
る
支
援
が
出
来

て
い
る
事
で
あ
る
。

【
問
】
認
知
症
の
早
期
発
見

が
大
事
だ
が
取
り
組
み
は
。

【
福
祉
部
長
】
認
知
症
の
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
付
い
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
る
。

【
健
康
部
長
】
名
古
屋
大
学

と
の
共
同
事
業
の
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
と
「
身
体
・
認
知
・

精
神
の
機
能
」
の
関
連
調

査
結
果
を
予
防
に
繋
げ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
問
】
高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
を
し
易
く
す
る

に
は
「
返
納
後
の
交
通
手

段
を
ど
う
す
る
の
か
」
だ

と
思
う
が
、町
の
対
策
は
。

【
総
務
部
長
】
返
納
後
の
日

常
生
活
に
影
響
の
少
な
い

歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
と
な
る
。
巡
回
バ
ス
の

充
実
や
セ
ン
ト
ラ
ル
開
発

を
進
め
る
と
共
に
健
康
寿

命
の
延
伸
に
力
を
入
れ
る
。

新家　光江 議 員

Ｑ：認知症サポーターを何名まで増やす予定か
Ａ：当面の目標は、認知症の人と同程度の人数に

【
問
】
巡
回
バ
ス
は
発
足
時

に
比
べ
、
現
在
は
設
置
の

目
的
内
容
の
一
部
が
改
正

さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
運

送
法
の
登
録
で
は
何
の
問

題
も
な
い
の
か
。

【
生
活
部
長
】
当
初
、
登
録

し
た
道
路
運
送
法
第
79
条

運
行
（
白
ナ
ン
バ
ー
）
か

ら
現
在
の
本
町
の
公
共
交

通
状
況
を
踏
ま
え
第
4
条

運
行
（
緑
ナ
ン
バ
ー
）
に

移
行
す
る
よ
う
中
部
運
輸

局
か
ら
指
導
を
受
け
て
い

る
。
平
成
29
年
10
月
1
日

か
ら
第
4
条
運
行
に
移
行
。

【
問
】
第
4
条
運
行
に
な
る

と
、
何
が
変
わ
る
か
。

【
生
活
部
長
】
運
行
管
理
者
、

車
両
の
維
持
管
理
が
東
郷

町
か
ら
バ
ス
運
行
事
業
者

に
変
わ
る
。
次
に
、
運
賃

収
入
・
運
行
に
伴
う
国
庫

補
助
金
の
収
入
主
体
も
バ

ス
運
行
事
業
者
に
変
わ
る
。

そ
の
ほ
か
東
郷
町
が
支
出

し
て
い
た
バ
ス
運
行
委
託

料
、
車
両
維
持
管
理
委
託

料
、
車
両
リ
ー
ス
料
等
の

経
費
は
バ
ス
運
行
事
業
者  

に
補
助
金
と
し
て
支
出
す

る
こ
と
に
な
る
。
あ
と
、

運
行
に
対
す
る
利
用
者
の

問
い
合
わ
せ
先
も
バ
ス
運

行
業
者
へ
変
更
と
な
る
。

【
問
】
車
両
は
変
わ
る
か
。

【
生
活
部
長
】
バ
ス
運
行
事

業
者
に
変
更
し
て
も
公
募

デ
ザ
イ
ン
の
バ
ス
車
両
は

変
ら
な
い
。

東郷町巡回バス

認知症関係の資料

議 員若松　孝行

Q：巡回バスの白ナンバー運行には問題はないか
A：運輸局の指導で本年 10月から緑ナンバーに
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般

質

問

【
問
】
電
子
連
絡
帳
「
レ
ガ

ッ
タ
ネ
ッ
ト
と
う
ご
う
」

導
入
経
過
と
効
果
は
。

【
福
祉
部
長
】
昨
年
４
月
導

入
。
医
師
や
看
護
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
員

等
が
患
者
の
情
報
を
共
有

し
迅
速
・
適
切
な
支
援
が

可
能
と
な
っ
た
。

【
問
】
病
院
・
地
域
・
行
政

や
医
師
会
等
の
連
携
と
在

宅
医
療
の
取
り
組
み
は
。

【
福
祉
部
長
】
平
成
29
年
７

月
豊
明
団
地
内
に
「
豊
明

東
郷
医
療
介
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
」
が

専
門
的
支
援
機
関
と
し
て

開
設
予
定
。
業
務
の
詳
細

は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
、

医
師
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
と
検
討
す
る
。

【
問
】
高
齢
者
の
日
常
生
活

支
援
の
対
策
は
。

【
福
祉
部
長
】
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
分
析
後
、

地
域
ケ
ア
推
進
会
議
に
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
充
実
を
検
討
す
る
。

地
域
振
興
と
ま
ち
づ
く
り

【
問
】
新
た
な
地
域
振
興
手

法
と
し
て
多
職
種
連
携
に

よ
る
意
見
交
換
の
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】
異
分
野
・
異

業
種
交
流
を
始
め
、
世
代

や
分
野
の
垣
根
を
超
え
た

意
見
交
換
や
地
域
社
会
に

対
す
る
協
働
の
取
り
組
み

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

豊明東郷医療介護サポートセンター
「かけはし」開設予定地

星野　靖江 議 員

Ｑ：住み慣れた地域で暮らせる社会福祉対策は
Ａ：7月に拠点施設「地域医療連携センター」開所

【
問
】
愛
知
池
周
辺
の
緑
は

環
境
保
全
と
愛
知
池
の
良

好
な
貯
水
機
能
を
維
持
す

る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
法
的
な
規
制
が
必
要

と
考
え
る
が
そ
の
対
応
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
建
築
物

の
建
築
等
を
伴
わ
な
い
土

地
利
用
で
も
、
一
定
規
模

以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
町
と
の
協
議
を
義

務
付
け
る
な
ど
、
町
が
関

与
で
き
る
制
度
を
研
究
し

て
い
る
。

【
問
】
都
市
計
画
道
路
「
日

進
三
好
線
」
及
び
周
辺
道

路
整
備
の
考
え
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
重
要
な

幹
線
路
線
で
あ
る
。
周
辺

路
線
も
こ
の
幹
線
道
路
に

合
せ
た
整
備
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
面
的
な
整

備
と
の
一
体
的
な
整
備
が

必
要
と
な
る
た
め
、
地
元

の
開
発
意
識
が
高
ま
り
、
土

地
区
画
整
理
事
業
や
地
区

計
画
に
よ
る
基
盤
整
備
等

が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
問
】
教
育
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
土
地
利
用
の
計
画
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
の
時
期
が
近
づ
い
て
お

り
、
地
域
の
意
向
な
ど
も

確
認
し
町
づ
く
り
の
方
向

性
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

議 員近藤　鑛治

Ｑ：愛知池周辺の保全・開発・整備の考えは
Ａ：地元の開発に対する意識の高まりを期待

愛知池周辺の環境
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般

質

問

【
問
】
大
規
模
災
害
時
の
初

期
活
動
に
お
い
て
消
防
団

は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

る
。
し
か
し
建
築
後
40
年

以
上
経
過
し
て
い
る
祐
福

寺
、
傍
示
本
、
和
合
を
は

じ
め
詰
所
の
老
朽
化
が
激

し
い
。
個
別
施
設
計
画
の

早
急
な
策
定
を
望
む
が
い

か
が
か
。

【
総
務
部
長
】
で
き
る
だ
け

早
く
耐
震
診
断
を
行
い
、

建
替
え
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
平
成
30
年
度
以
降
に

個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、

予
防
保
全
型
の
維
持
管
理

に
よ
る
施
設
の
安
全
確
保
、

長
寿
命
化
を
進
め
た
い
。 

道
の
駅
に
つ
い
て

【
問
】
県
で
は
名
古
屋
市
・

豊
田
市
間
の
速
達
化
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ

2.0
の
時
代
、
グ
ロ
ー
バ
ル

都
市
を
繋
ぐ
道
の
駅
は
と

て
も
夢
が
あ
る
。
名
古
屋

豊
田
道
路
、
リ
ニ
ア
イ
ン

パ
ク
ト
と
道
の
駅
の
関
係

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】
リ
ニ
ア
イ
ン
パ
ク

ト
に
よ
り
、
愛
知
県
で
は

産
業
面
で
の
効
果
が
最
大

と
見
込
ま
れ
る
。
国
道
153

号
、
県
道
57
号
瀬
戸
大
府

東
海
線
の
交
差
点
、
愛
知

県
の
中
心
地
と
い
う
立
地

特
性
を
生
か
し
た
政
策
を

進
め
た
い
。

※
ペ
ッ
ト
飼
育
に
つ
い
て

も
質
問
し
ま
し
た
。

石橋　直季 議 員

Ｑ：消防団詰所の老朽化対策は
Ａ：建替えも視野に入れ、長寿命化を進めたい

老朽化の進む消防団詰所

【
問
】
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

【
教
育
部
長
】
体
制
整
備
中
。

準
備
委
員
会
や
連
絡
会
議

で
協
議
し
、
高
体
連
、
県

ボ
ー
ト
協
会
と
は
会
場
や

人
員
配
置
な
ど
を
調
整
中
。

【
問
】
今
後
の
予
定
を
。

【
教
育
部
長
】
４
月
に
県
実

行
委
員
会
が
発
足
。
全
国

か
ら
の
来
場
者
に
愛
知
池

が
記
憶
に
残
る
よ
う
準
備

し
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
施
政
方
針

【
問
】
重
点
施
策
パ
ン
フ
と
、

と
う
ご
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
な

ど
他
の
媒
体
と
の
連
携
は
。

【
企
画
部
長
】
媒
体
ご
と
に

役
割
が
異
な
る
が
町
の
情

報
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

る
よ
う
連
携
に
努
め
る
。

【
問
】
指
定
管
理
制
度
の
特

性
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
る
。

【
健
康
部
長
】
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
対
し
て
産
官
学
連
携

に
よ
る
時
代
に
即
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
案
・
提
供
で

き
る
事
業
者
を
選
定
し
、

新
た
な
提
案
に
も
期
待
す

る
。

【
問
】
法
改
正
さ
れ
た
農
業

委
員
等
の
具
体
的
選
定
方

法
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
評
価
委

員
会
で
候
補
者
の
審
査
を

し
、
最
終
的
に
選
考
し
た

候
補
者
を
議
会
の
同
意
を

経
て
町
長
が
任
命
す
る
。

推
進
委
員
は
農
業
委
員
会

が
委
嘱
す
る
。

総体会場となる愛知池

議 員水川　　淳

Ｑ：愛知池で開催される全国高校総体。現況は
Ａ：関係諸方面との協議や、会場・人員など調整中
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問

【
問
】
東
郷
町
は
、
大
都

市
名
古
屋
の
隣
に
位
置
し

て
い
る
。
大
災
害
や
交
通

災
害
に
み
ま
わ
れ
帰
宅
困

難
者
が
出
た
場
合
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
交
通
機
関

が
運
行
を
停
止
し
た
場
合
。

駅
周
辺
で
は
、
帰
宅
困
難

者
が
大
量
に
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
む
や
み
に
移
動
を
開

始
し
な
い
、
家
族
の
中
で

安
否
確
認
の
方
法
を
事
前

に
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
。

ま
た
、
企
業
は
一
定
期
間

従
業
員
を
止
め
置
く
事
な

ど
愛
知
県
と
協
力
し
て
お

願
い
し
て
い
る
。
帰
宅
困

難
者
支
援
に
つ
い
て
広
域

的
な
対
応
が
必
要
と
な

る
。
愛
知
県
と
徒
歩
帰
宅

支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
休
憩

の
場
所
や
ト
イ
レ
、食
糧
、

道
路
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
る
。
コ
ン
ビ

ニ
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

飲
食
店
な
ど
が
災
害
時
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

【
問
】
徒
歩
帰
宅
困
難
者
に

な
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の

か
。

【
総
務
部
長
】
徒
歩
帰
宅
支

援
マ
ッ
プ
が
あ
る
。
だ
い

ぶ
前
に
全
戸
配
布
し
た
。

役
場
で
も
啓
発
し
て
い
る
。

いしい　ゆみ 議 員

Ｑ：災害時の徒歩帰宅困難者になったらどうするか
Ａ：帰宅困難者支援対策は、広域的な対策が必要

【
問
】
道
の
駅
建
設
に
は
費

用
へ
の
不
安
、
不
要
だ
と

の
意
見
が
あ
る
。
町
長
は

ど
う
応
え
る
か
。

【
町
長
】
議
員
に
は
反
対
意

見
が
届
い
て
い
る
よ
う
だ

が
、
私
に
は
賛
成
意
見
が

多
く
届
い
て
い
る
。
両
方

の
意
見
を
聞
い
て
し
っ
か

り
進
め
た
い
。

【
問
】
雇
用
や
防
災
に
必
要

と
の
こ
と
だ
が
、
既
存
施

設
で
対
応
可
能
で
は
。

【
町
長
】
見
解
が
違
う
。
道

の
駅
で
町
を
一
気
に
活
性

化
す
る
。

手
話
言
語
条
例
制
定
を

【
問
】
手
話
を
言
語
と
し
て

位
置
付
け
る
手
話
言
語
条

例
を
つ
く
る
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
な
い
。

【
問
】
軽
度
・
中
程
度
難
聴

児
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助

を
実
施
す
る
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
住
民
の
要
望

も
踏
ま
え
研
究
す
る
。

消
防
広
域
化

【
問
】
尾
三
消
防
組
合
と
豊

明
市
、
長
久
手
市
の
消
防

が
統
合
さ
れ
た
場
合
、
整

備
す
べ
き
施
設
と
人
員
の

目
標
は
、
人
口
規
模
の
拡

大
で
緩
和
さ
れ
る
。
現
に

あ
る
施
設
等
は
減
ら
す
べ

き
で
は
な
い
が
、
ど
う
か
。

【
町
長
】
広
域
化
協
議
会
で

ま
だ
議
題
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
、
答
弁
を
控
え
る
。

門原　武志 議 員

Ｑ：「道の駅」への不安の声にどう応える
Ａ：意見を聞きながら進めたい

尾三消防本部出初式での訓練

東郷町徒歩帰宅支援マップ
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一

般

質

問

【
問
】
本
町
の
町
民
一
人
当

た
り
の
公
園
面
積
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
本
町
の

町
民
一
人
当
た
り
の
面
積

は
8.01
㎡
。

【
問
】
実
際
に
供
用
し
て
い

る
一
人
当
た
り
公
園
面
積

5.01
㎡
。
本
町
面
積
の
2
％

弱
。
東
京
23
区
は
5
％
以

上
。
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

の
た
め
に
も
公
園
整
備
を
。

【
経
済
建
設
部
長
】
東
京
都

区
部
と
比
較
し
、
本
町
は

市
街
化
区
域
が
少
な
い
。

【
問
】
市
街
化
区
域
に
隣
接

す
る
市
街
化
調
整
区
域
に

公
園
を
整
備
し
て
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
今
後
の

検
討
課
題
か
と
思
う
。

【
問
】
平
成
36
年
を
目
標
に

東
名
高
速
東
郷
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
作
る

計
画
が
あ
る
。
こ
れ
を
使

い
本
町
を
訪
れ
る
人
々
は

諸
輪
百
々
線
（
尾
三
衛
生

の
前
の
道
）
を
通
る
。「
産

廃
の
町
、
東
郷
」
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
ぬ
よ
う
緑

地
公
園
等
の
整
備
を
。

【
経
済
建
設
部
長
】
条
例
制

定
し
対
応
し
た
い
。
緑
地

公
園
整
備
は
考
え
て
い
な

い
。

【
問
】
資
材
置
き
場
や
産
廃

処
理
場
の
造
成
業
者
に
対

し
、
法
定
外
税
を
大
き
く

課
し
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】
納
税
に
よ
り
、

産
廃
事
業
者
な
ど
を
認
め

る
こ
と
と
な
る
。

國府田さとみ 議 員

Ｑ：放課後児童クラブときらきらこどもの連携は
Ａ：子ども子育て支援事業計画に沿って進める

【
問
】
女
性
活
躍
推
進
に

伴
う
利
用
者
増
加
に
対
応

す
る
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

児
童
館
施
設
の
拡
充
を
念

頭
に
お
い
た
改
修
計
画
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】
平
成
29
年
度

西
部
児
童
館
の
改
修
計
画

は
拡
充
や
一
体
化
で
は
な

く
老
朽
化
の
改
修
。

【
問
】
利
用
拡
充
に
向
け
た

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
き
ら

き
ら
こ
ど
も
の
通
年
登
録

や
変
更
を
可
能
と
す
る
な

ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
運
用
の
考
え
は
。

【
教
育
部
長
】
年
度
途
中
の

登
録
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
や
指
導
員
と
も
協
議
し
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

児
童
の
発
達
障
が
い
支
援

【
問
】
早
期
支
援
取
組
は
。

【
健
康
部
長
】
発
達
障
が
い

早
期
総
合
支
援
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
未
就
学
児

か
ら
小
中
学
生
ま
で
切
れ

目
な
い
相
談
・
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

【
福
祉
部
長
】
児
童
発
達
支

援
事
業
所
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

は
心
理
士
、作
業
療
法
士
、

音
楽
療
法
士
に
よ
る
訪
問

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
就
学
後
の
個
別
支
援

・
指
導
計
画
は
。

【
教
育
部
長
】
特
別
支
援
学

級
児
童
へ
は
100
％
対
応
。

通
常
学
級
で
も
今
後
作
成

を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。児童発達支援事業所「ハーモニー」

町内の公園

井俣　憲治 議 員

Ｑ：魅力ある街づくりのために公園整備を
Ａ：今のところ考えていない
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賛
成

　４月28日に平成29年第１回臨時会が開催されました。
審議結果は「議案審議の結果一覧」をご参照ください。
　また議長や所属委員会など各議員の役職も決まりました。
　さらなる機能強化のために、今年度からすべての役職を２年任期とし
ました。

4月
臨時会

議案審議の結果一覧
4 月 臨 時 会

議 案 名
※議長は採決に加わらない　○…賛成　×…反対

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水
川　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
東郷町税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
東郷町都市計画税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
共謀罪の創設に反対する意見書 否決 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ― ╳

　
共
謀
罪
案
の
説
明
に
担
当
大

臣
す
ら
説
明
で
き
な
い
。
処
罰

の
範
囲
が
不
透
明
で
恣
意
的
な

捜
査
の
危
険
性
も
あ
る
。
監
視

社
会
に
つ
な
が
り
人
間
の
自
由

が
拘
束
さ
れ
る
恐
れ
も
懸
念
さ

れ
る
。
日
本
国
の
子
ど
も
達
の

未
来
を
考
え
て
反
対
。

	

（
い
し
い
　
ゆ
み
　
議
員
）

　
取
り
締
ま
り
対
象
の
組
織
的

犯
罪
集
団
を
、
ど
こ
か
ら
ど
う

線
引
き
す
る
の
か
大
き
な
疑
問

で
あ
る
本
法
案
は
、
人
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
権
力
の

監
視
下
に
置
く
監
視
社
会
の
強

化
と
内
心
・
思
想
の
自
由
侵
害

を
生
む
。
テ
ロ
対
策
に
は
決
し

て
な
ら
な
い
。

	

（
國
府
田
　
さ
と
み
　
議
員
）

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

共
謀
罪
の
創
設
に

反
対
す
る
意
見
書
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平成29年度

人事構成が決まりました
申し合わせにより、今年度から全ての役職任期を２年任期と
しました。

　

平
成
29
年
4
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

議
長
の
要
職
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
責
の

重
さ
を
深
く
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
会
運
営
に
際
し
て
は
、
不
偏
不
党
、

公
正
無
私
を
旨
と
し
、
議
員
諸
氏
が
闊
達

に
活
動
で
き
る
よ
う
、
言
論
の
府
と
し
て

議
会
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
積
極
的
に
勤

め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
、
尽

力
し
て
参
り
ま
す
。
議
会
に
お
い
て
は
、

町
民
不
在
の
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、

町
民
福
祉
向
上
の
た
め
の
議
論
を
妥
協
な

く
熱
く
交
わ
す
場
と
し
て
機
能
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
ど
う
応
え
る
か
、
町
執
行
機
関
と
対

峙
し
つ
つ
協
調
し
、
進
め
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
ま
す
。
議
論
の
中
か
ら
最
善

の
本
町
発
展
策
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
職
責
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
提
言

を
お
願
い
し
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
副
議
長
に
選
出
を
頂
い
た
事

は
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
、
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今

ま
さ
に
進
め
ら
れ
て
い
る
議
会
改
革
に

は
、
議
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
副
議
長
の
役

目
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今

迄
、
議
会
や
議
員
生
活
で
経
験
し
て
来
た

事
・
感
じ
て
来
た
事
を
よ
り
良
い
議
会
づ

く
り
、
町
民
の
皆
様
と
行
政
の
橋
渡
し
に

役
立
た
せ
て
行
き
た
い
と
、
考
え
て
い
ま

す
。
現
議
会
で
は
、
女
性
議
員
が
５
人
い

ま
す
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
・
た
く
ま
し
さ

を
発
揮
で
き
る
議
会
に
し
て
行
き
た
い
と
、

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
議
員
が
党

派
・
会
派
を
超
え
、一体
感
の
あ
る
議
会
活

動
が
で
き
る
様
に
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

副 議 長

若園ひでこ

監査委員

近 藤 鑛 治

議 長

井 俣 憲 治

一
部
事
務
組
合
等
一
覧

尾
三
消
防
組
合
議
員

水
川
　
　
淳

加
藤
　
啓
二

近
藤
　
鑛
治

星
野
　
靖
江

尾
三
衛
生
組
合
議
員

石
橋
　
直
季

西
尾
　
隆
男

加
藤
　
達
雄

門
原
　
武
志

日
東
衛
生
組
合
議
員

國
府
田
さ
と
み

新
家
　
光
江

い
し
い
　
ゆ
み

若
園
　
ひ
で
こ

愛
知
中
部
水
道

企
業
団
議
員

加
藤
　
宏
明

若
松
　
孝
行

箕
浦
　
克
巳
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※いずれも◎は委員長、○は副委員長

総務経済委員会

門原　武志　　近藤　鑛治　　加藤　啓二　井俣　憲治
星野　靖江　◎加藤　宏明　○石橋　直季　若松　孝行

広報広聴委員会

箕浦　克巳　　加藤　達雄　　加藤　啓二　新家　光江
加藤　宏明　◎水川　　淳　○石橋　直季　若園ひでこ

議会運営委員会

西尾　隆男　　石橋　直季　　加藤　達雄
加藤　宏明　◎箕浦　克巳　○若松　孝行

文教民生委員会

水川　　淳　　箕浦　克巳　　西尾　隆男　いしい　ゆみ
若園ひでこ　◎加藤　達雄　○國府田さとみ　新家　光江

会
派
名

代

表

所
属
議
員
数

所
属
議
員

日
本
共
産
党

東
郷
町
議
員
団
門
原

武
志

１
名

門
原

武
志

公
明
党

箕
浦

克
巳

１
名

箕
浦

克
巳

新
東
会

加
藤

達
雄

６
名

加
藤

達
雄

石
橋

直
季

加
藤

宏
明

水
川

淳

近
藤

鑛
治

星
野

靖
江

日
本
の
こ
こ
ろ

若
園
ひ
で
こ

１
名

若
園
ひ
で
こ

民
進
党

國
府
田
さ
と
み
１
名

國
府
田
さ
と
み

会
派
に
所
属
し

な
い
議
員

西
尾

隆
男

新
家

光
江

い
し
い
ゆ
み

若
松

孝
行

加
藤

啓
二

井
俣

憲
治

（
表
は
5
月
10
日
現
在
の
届
出
順
）

「
会
派
制
導
入
」

―
さ
ら
に
活
性
化
す
る
議
会
に
ー

　

東
郷
町
議
会
は
、
要
綱
に
も
と
づ
き
平
成
29
年
4
月
か
ら
会
派
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
派
要
綱
第
2
条
に
「
東
郷
町
議
会
議
員
は
政
策
集
団
と
し
て
町
政

に
関
す
る
調
査
研
究
、
政
策
立
案
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
福
祉

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
派
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
り
ま
す
。
会
派
制
導
入
に
よ
り
議
会
が
さ
ら
に
活
性
化
し
、

議
員
の
資
質
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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議会だよりは再生紙を使用しています。

PC

町議会一般質問・委員会の
録画映像をインターネット
配信中

東郷町議会 検索
東郷町議会ホームページ
閲覧場所

お気軽にご参加ください。
議会って
　　なぁに？

どんな事が決まったの？

議会報告会・意見交換会
開催のお知らせ

と　き

ところ

6月11日㈰
午後７時
イーストプラザ
いこまい館 １階 多目的室

お気軽にご参加ください。

【宛先】広報広聴委員会　〒470-0198 愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地　TEL.0561-38-3111

みなさまのご意見大募集!!
議会の果たすべく役割を十分に踏まえ、
住民のためにある議会であるよう
努めてまいります。

など、ご意見・ご質問をお寄せください。

●議会に質問（特に子どもからの質問大歓迎）
●議会にもの申す！（議会へのご意見・ご要望）
●傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください）

●議会に質問（特に子どもからの質問大歓迎）
●議会にもの申す！（議会へのご意見・ご要望）
●傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください）

本
会
議
は
10
時
開
始
、

各
委
員
会
は
９
時
開
始
で
す
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

５
月
26
日
㈮

本
会
議
（
議
案
上
程
）

６
月
2
日
㈮

本
会
議
（
一
般
質
問
）

5
日
㈪

本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
日
㈫

本
会
議

（
一般
質
問
・
議
案
質
疑
）

7
日
㈬

本
会
議
予
備
日

9
日
㈮

総
務
経
済
委
員
会

13
日
㈫

委
員
会
予
備
日

19
日
㈪

本
会
議
（
最
終
日
）

月
定
例
会
の
日
程（
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